
ＪＲ九州グループ倫理行動憲章 

 

私たちは、ＪＲ九州グループ経営理念の実現に向けてステークホルダーとの長期的・安定的な信頼関

係を構築する必要があります。このためには、企業活動のあらゆる場面において、企業倫理に則り、法

令を遵守していくことが不可欠であると考えます。 

私たちは、ここに「ＪＲ九州グループ倫理行動憲章」を制定し、これを基本理念として、企業倫理の確

立と法令遵守の徹底を図っていきます。 

 

1. 法令および社会規範の遵守 

私たちは、事業活動のグローバル化に対応し、国内外の法令およびその精神を遵守し、社会的良

識に従って行動します。 

2. 安全と安心の提供と信頼の獲得 

私たちは、すべての事業において安全性を追求し、お客さまに安心してご利用いただける商品や

サービスを提供します。また、お客さまなどの声を真摯に受け止め適正に対応します。 

3. 明朗な企業風土と働きやすい職場づくり 

私たちは、従業員一人ひとりがお互いを尊重し信頼し合える企業風土をつくるとともに、健康や

安全に配慮した働きやすい 職場環境づくりにつとめます。 

4. 公正な事業の運営 

私たちは、すべてのお客さま・株主・取引先などの信頼を裏切らないために、誠実かつ公正で透

明性のある事業活動を行い、カルテル・談合などの不公正な取引や贈賄などの腐敗行為は決して

行いません。また、反社会的勢力および団体に対しては毅然とした態度で臨み、一切の関係を遮

断します。 

5. 人権の尊重 

私たちは、すべての人々の人権を尊重するとともに、人種・民族・宗教・国籍・社会的身分・性

別・年齢・障がいの有無などによる差別を排除します。 

6. 情報の公正な開示と適正な管理 

私たちは、企業情報を積極的かつ適正に開示し、株主はもとより広く社会とのコミュニケーショ

ンにつとめます。また、個人情報をはじめとする各種情報を適正に管理します。 

7. 環境問題への取組み 

私たちは、環境問題への取組みは企業の存在と活動のために必要不可欠であることを認識し、主

体的に取り組みます。 

8. 地域社会への貢献 

私たちは、地域の活性化に貢献し、地域とともに発展することを目指します。 

9. 危機管理の徹底 

私たちは、市民生活や企業活動に脅威を与える事象の発生や自然災害などに備え、組織的な危機

管理を徹底します。 

10. 本憲章の徹底（経営姿勢） 

経営トップは、本憲章の実現が自らの役割であることを認識し率先垂範のうえ、社内およびグル

ープ会社にもその徹底を図ります。また、本憲章に反するような事態が発生したときは、自らが

問題解決にあたり、原因究明および再発防止につとめ、その責任を果たします。 


